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公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
六
十
七
号

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
益
通
報
者
保
護
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
別
表
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

本
則
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
百
四
十
六

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法

律
第
八
十
九
号
）

四
百
四
十
七

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

八
年
法
律
第
百
一
号
）

附

則

こ
の
政
令
は
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法

律
第
八
十
九
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
本
則
に
二
号
を
加
え
る

改
正
規
定
（
第
四
百
四
十
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）は
、
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る

資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
一
号
）（
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
を
除

く
。）の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
六
十
八
号

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
三
十
年
四

月
一
日
と
す
る
。

環
境
大
臣

中
川

雅
治

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
六
十
九
号

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
ホ
（
同
法
第
二
十
七

条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
ヘ
（
同
法
第
二
十
七
条
の
二

第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
ホ
及
び
ヘ
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
）

第
六
条

法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
ホ
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
ヘ
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の

四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
申
請
者
の
使
用
人
で
、
次

に
掲
げ
る
も
の
の
代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

一

本
店
又
は
支
店
（
商
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る
事
務
所
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
継
続
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
有
す
る
事
業
所
で
、
汚
染
土
壌

（
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
汚
染
土
壌
を
い
う
。）の
処
理
の
事
業
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
す

る
者
を
置
く
も
の

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
十
三
号
）
附
則
第
一
条

第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
二
項
第
八
号
中
「
第
七
条
第
十
号
」
を
「
第
八
条
第
十
号
」
に
改
め
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

３

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
第
十
五
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

野
田

聖
子

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

中
川

雅
治

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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